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伊方発電所 

九町越守衛所他の火災受信機盤等の不具合について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

平成２８年１０月 

四国電力株式会社



 

 

１．件 名 

   伊方発電所 九町越守衛所他の火災受信機盤等の不具合について 

 

２．事象発生の日時 

   平成２８年 ６月２０日 １０時５０分 

 

３．事象発生の設備 

  ・九町越守衛所 複合火災受信機盤 

  ・平碆守衛所 火災受信機盤 

  ・産業廃棄物他処理建屋 火災受信機盤 

  ・九町越守衛所～平碆守衛所間の信号ケーブル 

 

４．事象発生時の運転状況 

   １号機 平成２８年５月１０日運転終了（第２８回定期検査中） 

   ２号機 第２３回定期検査中 
   ３号機 第１３回定期検査中 

 

５．事象発生の状況  

伊方発電所第１号機は平成２８年５月１０日運転終了、第２，第３号機は定期

検査中のところ、６月２０日７時５７分に伊方発電所の九町越守衛所において、

火災受信機盤の交流電源の異常を示す信号が発信した。 

調査の結果、九町越守衛所および旧塵埃焼却炉建屋の火災受信機盤内のヒュー

ズが切れていたことから、当該ヒューズを取替したところ、九町越守衛所の火災

受信機盤において、平碆守衛所焼却設備の異常を示す信号が発信したため、平碆

守衛所、宮の谷エコセンターおよび産業廃棄物他処理建屋の機能確認を実施し、

１０時５０分に平碆守衛所および宮の谷エコセンターの火災受信機盤を取り替え

ることとした。なお、平碆守衛所および宮の谷エコセンターに火災は発生してい

なかった。 

その後の調査により宮の谷エコセンターの火災受信機盤に異常はなく、九町越

守衛所、平碆守衛所および産業廃棄物他処理建屋の火災受信機盤に異常が確認さ

れたため、これらの火災受信機盤を取替した。また、九町越守衛所から平碆守衛

所間の信号ケーブルに異常が確認されたため、別の信号ケーブルへ取替え、正常

に動作することを確認し、６月２１日１６時０５分に通常状態に復旧した。 

なお、復旧までの間、パトロールによる監視を強化し、火災のないことを確認

した。 

また、本事象によるプラントへの影響および周辺環境への放射能の影響はなか

った。 

（添付資料－１） 
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６．事象の時系列 

  ６月２０日  

７：５７ 九町越守衛所の複合火災受信機盤に交流電源の異常を示す信号

が発信 

８：２０ 保修員が九町越守衛所に向けて事務所を出発 

９：０５ 保修員が九町越守衛所の複合火災受信機盤に、九町越守衛所お

よび旧塵埃焼却炉建屋のヒューズ断線異常信号を確認し、ヒュ

ーズの取替を実施 

９：１０ 保修員が九町越守衛所の複合火災受信機盤を再起動したところ、

「平碆守衛所焼却設備」の火災異常信号を確認 

９：３０ 保修員および協力会社保守員は平碆守衛所焼却設備の系統にあ

たる平碆守衛所、宮の谷エコセンターおよび産業廃棄物他処理

建屋の火災設備について調査を開始  

１０：１５  

～４０ 平碆守衛所、宮の谷エコセンターおよび産業廃棄物他処理建屋

の機能確認を行った結果、産業廃棄物他処理建屋の火災受信機

盤に異常を確認した（実際は、産業廃棄物他処理建屋の火災受

信機盤であったが、情報連携の際に隣接する宮の谷エコセンタ

ーの火災受信機盤と誤解があり、当初は宮の谷エコセンターの

火災受信機盤を取り替えると誤って情報連絡した） 

     また、産業廃棄物他処理建屋の火災受信機盤の異常信号が平

碆守衛所の火災受信機盤で受信できないことを確認 

１０：５０ 平碆守衛所および産業廃棄物他処理建屋（宮の谷エコセンター 

と誤解）の火災受信機盤の２個所の取替が必要なことから、正

常状態以外であると判断 

    １２：０５ 産業廃棄物他処理建屋の火災受信機盤の取替に着手 

    １２：４５ 平碆守衛所の火災受信機盤の取替に着手 

    １３：３０ 平碆守衛所の火災受信機盤の取替が完了 

    １５：００ 産業廃棄物他処理建屋の火災受信機盤の取替が完了 

    １６：２０ 九町越守衛所～平碆守衛所～産業廃棄物他処理建屋間の信号試 

   験をした結果、九町越守衛所の複合火災受信機盤が信号の一部 

（故障信号）を受信できなかったため、九町越守衛所の火災受信 

 機盤の取替に着手 

    １８：０５ 九町越守衛所の複合火災受信機盤の取替が完了 

          九町越守衛所～平碆守衛所～産業廃棄物他処理建屋間の信号試 

          験を実施した結果、九町越守衛所～平碆守衛所間において正常 

          な信号が受信できなかった 

    ２２：３０ 九町越守衛所～平碆守衛所間において正常な信号が受信できな 

          かったことの原因調査を継続実施し、同間の信号ケーブル等が 

          不調であることを確認 
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  ６月２１日 

   ＜午前中＞ 九町越守衛所および平碆守衛所の火災受信機盤を別の正常な 

    信号ケーブルに接続する作業の計画・準備 

    １３：３０ 九町越守衛所および平碆守衛所の火災受信機盤を別の正常な信 

号ケーブルに接続する作業を開始 

１６：０５ 九町越守衛所および平碆守衛所の火災受信機盤を別の正常な信

号ケーブルに接続する作業が終了し、九町越守衛所～平碆守衛

所間において正常に信号が受信できることを確認（通常状態復

旧） 

 

７．調査結果 

 （１）現地調査 

九町越守衛所において、火災受信機盤の交流電源の異常を示す信号が発信した。 

調査の結果、九町越守衛所および旧塵埃焼却炉建屋の火災受信機盤内のヒュー

ズが切れていたことから、当該ヒューズを取替したところ、九町越守衛所の火災

受信機盤において、平碆守衛所の異常を示す信号が発信していることを確認した。 

その後の調査により九町越守衛所、平碆守衛所および産業廃棄物他処理建屋の

火災受信機盤に異常が確認されたため、これらの火災受信機盤を取替した。また、

九町越守衛所から平碆守衛所間の信号ケーブルに異常が確認されたため、別の信

号ケーブルへ接続し、正常に動作することを確認し通常状態に復旧した。 

 

（２）工場詳細調査 

取替した火災受信機盤（①九町越守衛所、②平碆守衛所、③産業廃棄物他処理

建屋）については、メーカ工場に送付し詳細調査を実施した。 

（添付資料－２） 

 

① 九町越守衛所 複合火災受信機盤             （添付資料－３） 

ａ．外観点検  

外観点検の結果は、基板内の抵抗（ＲＳＡ６、ＲＳＡ７）※１が焼損してい

ることを確認した。なお、その他の部品については、異常は認められなかった。 

 

※１ 抵  抗 ：電流の制限や電圧を分圧させる部品 

（ＲＳＡ６）平碆守衛所の受信機異常入力の検出電流を監視する部品 

（ＲＳＡ７）産業廃棄物他処理建屋の受信機異常入力の検出電流を監視

する部品 

 

ｂ．再現性確認 

当該受信機盤に模擬信号を入力し再現性確認を行ったところ、出力接点にお

いて電圧が確認されず、現地と同様の異常が再現できた。 

 

ｃ．詳細確認 

当該受信機盤を詳細確認したところ、受信機異常入力の検出電流を監視する

機能が喪失しており、基板内の抵抗（ＲＳＡ６、ＲＳＡ７）が故障しているこ

とが確認できた。 
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ｄ．調査結果によるメーカの考察 

大きな電流または高い電圧が印加※２したことにより、基板内の抵抗（ＲＳ

Ａ６、ＲＳＡ７）が焼損したものと考えられる。 

 

※２ 印  加：電気回路に電源や別の回路から電流や電圧を与えること 

 

② 平碆守衛所 火災受信機盤               （添付資料－４） 

ａ．外観点検  

外観点検の結果は、特に異常は認められなかった。 

 

ｂ．再現性確認 

当該受信機盤に電源を投入し再現性確認を行ったところ、火災信号を発信す

る接点で電圧が確認され、現地と同様の異常が再現できた。 

 

ｃ．詳細確認 

当該受信機盤を詳細確認したところ、火災代表接点および地区音響鳴動用接

点が固着（ＯＮ状態）しており、基板内のリレー制御ＩＣ（Ｕ５０４）※３が

故障していることが確認できた。 

 

※３ リレー制御ＩＣ：火災代表接点および地区音響鳴動の接点を制御する 

（Ｕ５０４）  部品 

 

ｄ．調査結果によるメーカの考察 

大きな電流または高い電圧が印加したことにより、基板内のリレー制御ＩＣ

（Ｕ５０４）が故障したものと考えられる。 

 

③ 産業廃棄物他処理建屋 火災受信機盤          （添付資料－５） 

ａ．外観点検  

外観点検の結果は、基板内のインダクタ※４が焼損していることを確認した。

なお、その他の部品については、異常は認められなかった。 

 

※４ インダクタ：感知器用配線の制御回路をノイズから保護する部品 

 

ｂ．再現性確認 

当該受信機盤に電源を投入し再現性確認を行ったところ、地区灯と故障灯が

点灯し、現地と同様の異常が再現できた。 

 

ｃ．詳細確認 

当該受信機盤を詳細確認したところ、感知器用配線の制御ができない状態と

なっており、基板内のインダクタが故障していることが確認できた。 

 

 ｄ．調査結果によるメーカの考察 

大きな電流または高い電圧が印加したことにより、基板内のインダクタが焼

損したものと考えられる。 
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（３）信号ケーブルの調査・復旧 

九町越守衛所から平碆守衛所間の火災信号ケーブルについては、調査の結果、

自動火災報知設備の信号ケーブルに不具合は認められず、火災信号ケーブルが

経由している警備用設備の伝送装置に不具合があることが分かった。 

注：警備用設備のため、不具合の内容については公表できません。 

このことから、今後の保守管理を考慮し、自動火災報知設備については、警

備用設備の不具合による影響回避や設備の一元管理を図るため、九町越守衛所

と平碆守衛所間に配線している火災受信機異常信号ケーブルに接続し、正常に

動作することを確認し通常状態に復旧した。 

なお、接続した火災受信機異常信号ケーブルは本設ケーブルとして使用して

いる。 

（添付資料－６） 

 

（４）保守状況の調査 

当該複合火災受信機盤および火災受信機盤は、 

① 九町越守衛所       ：平成２６年３月 

② 平碆守衛所        ：平成２６年９月 

③ 産業廃棄物他処理建屋   ：平成２６年９月  

に取替を行うとともに、消防法に基づき６ヶ月ごとに法定点検を実施している。 

なお、至近の平成２８年１月に実施した点検では、特に異常は認められなか

った。 

 

（５）事象発生時の気象状況 

九町越守衛所複合火災受信機盤に異常を示す信号が発信した６月２０日７時 

５７分当時は、伊方発電所近辺で落雷が多発していた。 

（添付資料－７） 

 

（６）事象発生原因に係る考察 

抵抗、インダクタおよびリレー制御ＩＣが焼損・故障した原因としては、当該

部品に大きな電流または高い電圧が印加したものと推定されるが、当該火災受信

機盤には電源以外の電気入力が無いことから、外部から印加されたものと考えら

れる。大きな電流又は高い電圧が印加される要因としては、事象発生当時の気象

状況より、落雷の雷サージ※５によるものと考えられる。                                  

   なお、発電所構内には、避雷針を設置しており、雷サージによる諸設備の異常 

発生防止に努めている。 

 

※５ 雷サージ：落雷後瞬間的あるいは断続的に電圧や電流が異常に上昇する

現象 
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（７）過去の類似事象の調査 

平成１１年１２月の安全協定確認書改訂以降において、落雷による自動火災報

知設備の不具合は、 

・平成２０年８月：３号機総合排水処理装置建屋火災報知機監視設備の不具合 

・平成２５年７月：１，２号機火災受信機盤において落雷による中継器の故障 

・平成２６年８月：集合作業場の火災受信機の不具合 

の３件が発生している。 

 

（８）他の火災受信機盤への影響 

旧塵埃焼却炉建屋の火災受信機盤に異常を示す信号が発信していたが、ヒュー

ズ交換を行うことで復旧した。 

 

８．推定原因 

本事象発生時は伊方発電所近辺で落雷が多発しており、各建屋の火災受信機盤

に接続されている屋外信号配線より雷サージが侵入し、基板内の抵抗（定格電

力：０．２５Ｗ）、リレー制御ＩＣ（定格電圧：６０Ｖ）、インダクタ（定格電

流：２Ａ）の仕様を超える大きな電流や高い電圧が印加され、焼損・故障したも

のと推定される。 

 

９．対策 

（１）当該火災受信機盤の取替えを行い、正常に動作することを確認した。 

（２）信号ケーブルについては、火災受信機異常信号ケーブルに切替することで、今

後同様な不具合が発生しても、火災受信機盤を取替することで、速やかに復旧

できることとした。 

（３）これまでと同様に定期的な点検（法定点検）を実施するとともに、速やかな復

旧を行うため、火災受信機盤の予備品を常備する。 

万一異常が発生した場合には、早期復旧に向け、関係会社やメーカと連携を

図り予備品に取替するとともに、復旧までの間は、監視カメラやパトロールに

よる監視を強化し、火災がないことを確認する。 

以  上     
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添 付 資 料 

 

 

添付資料－１ 伊方発電所 九町越守衛所関連 火災受信機 信号概略図 

 

添付資料－２ ① 九町越守衛所 複合火災受信機盤 

② 平碆守衛所 火災受信機盤 

③ 産業廃棄物他処理建屋 火災受信機盤 

 

添付資料－３ ① 九町越守衛所 複合火災受信機盤 

【状況写真、雷サージ進入概略図】 

 

添付資料－４ ② 平碆守衛所 火災受信機盤 

         【状況写真、雷サージ進入概略図】 

 

添付資料－５ ③ 産業廃棄物他処理建屋 火災受信機盤 

  【状況写真、雷サージ進入概略図】 

 

添付資料－６ 火災信号概略図 

 

添付資料－７ 当時（H28.6.20）の伊方発電所近辺における落雷状況 
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添付資料－１ 

 
 
 

伊方発電所 九町越守衛所関連火災受信機 信号概略図 
 

 

 

 

事象発生の設備 
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添付資料－２ 

 
 

① 九町越守衛所 複合火災受信機盤 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

② 平碆守衛所 火災受信機盤 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③ 産業廃棄物他処理建屋 火災受信機盤 

 
 

 

① ② 
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添付資料－３ 

 
 
 

① 九町越守衛所 複合火災受信機盤  
【 状 況 写 真 】 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

【 雷サージ進入概略図 】 
 

抵抗（ＲＳＡ６、７） 

抵抗（ＲＳＡ６）

抵抗（ＲＳＡ７）

平碆守衛所

異常信号

産業廃棄物他

処理建屋

異常信号

火災受信機盤

入力判定

回路

入力判定

回路

抵抗

（RSA6）

抵抗

（RSA7)

焼損

焼損

【屋外】

落雷

【九町越守衛所 屋内】

雷サージ

（想定経路）

雷サージ

（想定経路）

接地

屋外信号配線

屋外信号配線

焼損

焼損
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添付資料－４ 

 
 
 

② 平碆守衛所 火災受信機盤 
【 状 況 写 真 】 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

【 雷サージ進入概略図 】 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

リレー制御ＩＣ（Ｕ５０４）

故障

リレー制御ＩＣ

（U504）

九町越守衛所

受信機へ

火災移報リレー

火災受信機盤

接地

【平碆守衛所 屋内】

【屋外】

落雷

雷サージ（想定経路）

雷サージ（想定経路）

屋外信号配線

屋外信号配線

・火災代表接点固着

・地区音響鳴動接点固着
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添付資料－５ 

 
 
 
 

③ 産業廃棄物他処理建屋 火災受信機盤 
【 状 況 写 真 】 

 

 
   
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 
【 雷サージ進入概略図 】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

インダクタ 

AC100V トランス
インダクタ

避雷回路

接地

制御回路

感知器

火災受信機盤

焼損

【産業廃棄物他処理建屋 屋内】

【屋外】

落雷

雷サージ（想定経路）

廃棄物保管建屋

（屋外貯蔵庫）

屋外信号配線

焼損
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添付資料－６ 

 
 
 

火災信号概略図 

 
 

 
   
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【九町越守衛所】

火災受信機盤

【平碆守衛所】

受信機異常信号

火災信号（廃止）

火災信号（復旧後）

火災受信機盤

火災信号 （廃止） 火災信号 （廃止）

××××××××
伝送装置

（不具合）
伝送装置

×
×

×
×

自動火災報知設備

警備用設備

●
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添付資料－７  
 

 

 

 

 

当時（H28.6.20）の伊方発電所近辺における落雷状況 
 

出典：(株)STNet 「雷情報提供サービス」 より 

 

【凡例】 

●：７時３０分～８時００分の間に発生 

した落雷 
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